
全ダ連認定ダンス教師・認定ダンス教室の皆さまへ、 

 

営業時の感染拡大防止のポイント（2020 年 10 月 19 日更新） 

 

  【1.予防対策の徹底】 

 三密（密閉・密集・密接）が重ならないよう注意し営業する。 

 施設設備等の定期的なアルコール消毒の実施。 

 スタッフはもちろんのこと、お客様にも体温の測定、手洗い・手指消毒をお願いする。 

 発熱（37.5℃以上）がある場合は、速やかに帰宅を促す。 

 スタッフ、お客様には飛沫を防ぐためにマスクを着用していいただく。 

 定期的な換気、開放をする。 

 スタッフの家族等に感染者との接触が判明した場合、即刻出勤停止し、保健所の指導を仰ぐ。 

 

  【2.お客様へのお願い】 

 軽い風邪症状（咳や発熱など）がある方、体調不良の方には、ご参加を遠慮していただく。 

 レッスン時に手指消毒をお願いする。 

 

以下は、安心して営業、またお客様が安心してご参加いただけるよう更なる対策のご提案です。

ご参考になさってください。 

 

  【営業の形態についての提案】 

 来場者数の制限（グループレッスンの分散） 

 お客様との距離、お客様同士の距離をとるようスペースを確保する。 

 施設内での会食をしない。 

 休憩時や水分補給などでマスクを外す場合は、周りとの距離を取り十分注意する。 

 マスク着用の場合、酸欠などに注意し、無理な活動をしない。 

 マスク+目の防具（メガネ含む）があるとさらに安心です。 

 空気清浄機の設置。 

 スタジオ内はできるだけ手に触れる物を置かず、見た目をすっきりさせる。 

 レッスン後は長居せずにご退室願う。 

 


